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r日本における労働関係の展開』

1853－1955年における重工業について一

Andrew　Gordon，　TゐβEりoJ躍づ。η（ゾ，LαδoγRθ」ακoπ5

勿ノψαη’Hθ卿ッ∬π伽ε〃夕，1853－1955，Havard　East

Asian　Monographs，117，　Harvard　Un三versity　Press．

1985，xvi十524　p。

　本書を読了して，．評者は複雑な心境にかられている。

研究者である以上，その国籍は問わないとしても，現実

に，新進気鋭のアメリカ人研究者ゴードン氏によって，

この歴史実証主義的な大著が書かれたことは，喜びと同

時に，最近の日本の若手研究者がこの種の地道な研究に
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従事することが少なくなっている現状に，ある種の三二

を感じているからである。しかも，この研究書は，ハー

バード大学の東南アジア・モノグラフシリーズの一冊で

あり，他に同シリーズだけをとってもWray，　W　D．，

昭魏δ励ゴ碗4N・｝㍉K，ノ870－1914’B％3伽鰯S彦7傭8γ

伽伽力♪ακβεβ5雇飽勿8∫％伽5〃夕，1984やCusumano，

M・AりTんβみψ㈱β38廊∫o勉。δ惚∫％伽3〃y’τ86ゐ雑oJ∂醐

傭d賜田¢8躍θπ傷，酬3ε¢π僻4Toン。緬，1985がある。

もっとも，癬本経済史や樋本経営史の分野では，臼塞の

着陣学究者による実証研筑が，こうした包括的な研究と

してより，より個別の専門特化した業績として発表され

てはいるが。

　この書物については，既に池田信氏が長文の書評論文

（『大原社会問題研究所雑誌』1986年4月）を発表してい

るので，ここでは，それとはやや異なった角度からの書

評を試みてみたい。勢門（使）関係や労働関係の分野は糞

学際的研究を必要とするが，評者は，社会学的偏向を承

知の上で，書評を試みることにする。その理由は牝池田

氏のそれ〃が，経済学の立場からのものであることによる。

　最初に，騙本に霜げる労働関係の展開一1853－1955

年目おける重工ii鷺にづいて　　』と題する本書の構成を

記しておきたい。本文だけで432ページに達するその構

成は，まず，本書の目的と対象を記した序文，1853年か

ら1921年までを扱った第1部「産業革命期における労

働者と経営者」，それ以降1932年置でを取り上げた第2

部「労働者，経営者と二間期の雇用制度」，それに第2

次世界大戦中と敗戦直後（1955年目で）を扱った第3部

「政府と戦時労働関係」の全3部10章から構成されてい

る6この疇期区分から明らかなように戦争が時代の節目

として重視され’ていること．また労働者，経営者（資本

家）それに政府（とくに嘗僚）の3者の対抗関係，協調関

係として捉える最近の蛍資（使）関係論の分析枠紐によっ

て，冒本の労働関係史が扱われている。このうち，戦争

が節目とされていること（日本の産業革命も見方を変え

れば，欧米列強どの戦争の結果と見ることができる）は，

重工業の発展を考える上で，キイ・ポイントと言えるで

あろう。その1づは戦争によって軍需工業を中心として

重工業が急速｝ご発達するからであり，その2は戦争は政

治経済面だけでなく，人間そのもの，とくにその祉会意

識を変えるからである。

　ところで，著者は，序文に記されている通日，主に》

環本では兵藤釧，二村一夫両氏の指奪の下にこの主題に

取り学んでお妙，とくに兵藤氏の影響が顕著である。た

とえば乗著者は，来日当初，研究目的を「日本雇用制度の

蔦
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歴史（The　History　of　the　JapaHese　Employmeat　sys・

tem）」としたいと申し出た所，彼は，課題そのものは良

いが，それでは口本の学者には通用しない，その問題に

共通した術語は労使（資〉関係であり，それは単ピ用法上

の問題だけでなく．問題意識の相違であると雷われたと

ゴードン氏は注に記している。その助言に一部従って，

彼は労働関係の展開とした訳である。

　兵藤氏は，先に『日本における労資関係の展開』（東京

大学禺版会，1971年）を発表しており，そこでは専ら重

工業の労資関係，しか噛大企業ブルーカラー労働者と資

本家（使用者）や宮僚・政治家との関係が扱われている。

したがワて，両者の問には，きわめて多くの共通点が見

幽される。共通点の第1は，両者共，関係者への聴取り

を含む克明な第1次資料を用いていること，第2は重工

業の大企業ブルーカラー労働者を中心に労資関係または

労働関係が扱われていること，第3に当然のことながら，

第2次資料（とくに二杖氏が所属する大原社会問題研究

所の資料）が十分活用されておウr第1次資料と相倹っ

て深い読み込みによって重厚：な内容となっていることが

指摘できる。

　異なる点は，兵藤氏が第1次大戦までを扱っているの

に対し，ゴ「ドン氏は第2次大戦直後1までを扱っている

こと，また著者は研究対象を京浜地区の重工業5工揚に

限定していること，さらに璽要なことは，問題意識がゴ

ードン氏の場合，第2次大戦後の日本の高度成長の要因

と言われる「三種の神器」の形成過程を追求（それは，J．

アペグレンの研究に起点が求められる）しょうとしてい

るのに対し，兵藤氏の揚合には，山田盛太郎，大河内一

男，隅谷三喜男と需つた川本の労資（使）関係史の研究を

踏まえつつ，マルクス主義経済学の立揚からこの問題に

切参込んで理る点である。先に評者が著者は兵藤氏の口

書を一部取り入れ’つつ，と言ったのはまさにこの点にか

かっている。　　　　　　　　　　　　　　　、

　ここにおいて，日米両国研究者の，そして世代の相違

が大きく浮び上ってくる。兵藤銑の問題意識は，1950年

代の日本二三運動が一頓挫していた時期に由来しており，

そこからの脱出を目指して，聞題意識が設定され’ていたQ

こうした問題意識をアメリカのしかも若い世代に求めて

も開門受け入れ難いものがあヴたと思われる。この点に

関する限り，重厚：さの点では格段の隔りがあるものの，

むしろアベグレンの考え方に近いと書ってよいであろう。

　この大著の内容を逐一検討し，その正否を述べる紙幅

の余裕はないし，また全体として，大きな誤りと思われ

る点は見拙さ．れない。むしろ第1次資料の中から教えら
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込みが欠けているび　張　　　　“　．　　　・

　　前者について見て態≠上と岡じ轟とが書える噛すなわ

執肇活保障を．誰がノどう謬う形で行なう翻ま，勝働セ

者に隈らず，人間一般の要求であろう。そのため／二本

　の封建二代ではそれ鷺「家1」や駅村まに求めてきたβ産

　叢革命期以後発生した労働者の二合には♪惑初多かった

繊維塵業の女子労働者に旧いで，馬・わゆる二二麹賃

　労働力論が指摘しているま毒に身蜜だ，そ⑫多く鷺ギ象」

　や「村」に工めていた虜築れ以外の都市下麗蝿を給源とす

　る璽工業労働者の場合には驚それを親方との聞に求めで　紮

　い撫◎ただ，著・二二指摘している選蛎糞磁嶺年代までは，

　r渡り職工」が多く葎在し，親方との蘭係ほ叡まど強い嬉

　のではなく，したがウて不安定な生活状態に澱かれてい

　海義衡れ灘拶漁年代記降，籔接続糊が始裳穿た填か藤蓼

7使二者の温情生義く凄れ鉱，多分に欧米先進国から聯ん

　だ毒のである）毒糞働者の生沼保陣の要求とが二二ウて）

　まず企：業為露姿よウ惹，職揚にそれを強く求め為3；うに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唾
　なる。この，戴は，ザ硝ドン氏がいみじくも企業共陶体

　瞬t¢r卿§e¢夢鶏驚鋤触）と称しだものと類証している鯨

壕蕩こあ縛期環ポ議だ企業山詞体と二二甑嬉二

黒共岡輌と書うのが適切であろ鮎たとえば，社長を

へ始めとする閉門の名言すら知らない亀のが多数であ囎だ♂
　　　　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　ず
　企業共問偉と書うにふさわしい三態が生むるのは，第露．7

下士大戦後の尊とである。それには労働綴合，しか奄企業

　二丁纏侮力による鳥目二軸㌔ウ象蜘名称嬉工鍛から　距

．教貫にならただけでなく，二二生活の上で駄被らの鑑。
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